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常状態すなわち静止時の速度になった( 1 サイクルのATP分解)0 (2) 1 サイクルのATP分解は長さ変化
によるクロスブリッヂの解離を契機として始まる。 (3) 1 サイクルのATP分解は温度上昇によって速く
なり， Ca2 +低下で遅くなった。 (4) ミオシンクロスブリッヂの角度が伸張により 90。以上になるとクロ
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1~2%の筋長の周期的変化を与えた場合，その周期が ATPaseの turn-over と同期した時にはATP­
ase 活性が 2 倍以上にも増大するという興味深い発見をした。この現象を荒田君は詳細に研究し，筋
長に数%の変化をすばやく与えると，クロスブリッジの解離一再結合と共役して 1 サイクルの ATP
分解が各クロスブリッジで起こることを示した。この結果はA TP分解とクロスブリッジの運動の共
役を直接的に示した最初の例と言えよう。
以上のように，荒田君の業績は筋生理学上重要な基礎的知見を確立したものであり，理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認められる。
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